
― ― 次 第 

１ 開 会

２ 委嘱状交付

３ あ い さ つ 深澤義彦 市長

４ 委員自己紹介

５ 委員長及び副委員長の選出について

６ 議 事

（ １） 説明・ 報告事項

①  鳥取市市民自治推進委員会の位置づけと役割等について【 資料１】  
②  鳥取市の「 協働のまちづく り」 の取組について【 資料２】  

（ ２） 協議事項

 ①  市民まちづく り提案事業（ 市民活動促進部門）審査会委員の選出について【 資料３】  
②  任期中の活動計画（ 案） について【 資料４】  

（ ３） その他

 次回日程 6 月下旬を予定 

７ 閉 会

第１回 鳥取市市民自治推進委員会

日時 平成３１年４月２４日（ 水） 14: 30～16: 30

場所 市役所本庁舎６階全員協議会室



鳥取市市民自治推進委員会委員

【 Ｈ31 .4 .1～R3 .3 .31】  

（ ５０音順）

氏  名 所 属 等 区分 

上田
ウエダ 

 雅稔
マサトシ

弁護士 
学識経験の

ある者 

倉持
クラモチ

 裕
ヒロ

彌
ミ

公立鳥取環境大学経営学部准教授 
学識経験の

ある者 

佐々 木
ササキ

 ちゑ子
コ

鳥取市連合婦人会会長 
民間団体に

属する者 

清水
シミズ

 はるみ 「 安全食品を守る会」 代表 
公募による

者 

下澤
シモザワ 

 理如
マサユキ

鳥取市自治連合会副会長 
民間団体に

属する者 

鈴木
スズキ

 伝
ツタ

男
オ

城北地区自治連合会副会長 
公募による

者 

椿
ツバキ

 善裕
ヨシヒロ （ 公財） とっとり県民活動活性化センター 企画

員 

民間団体に

属する者 

中川
ナカガワ

 玄
ゲン

洋
ヨウ

（ 特非） 学生人材バンク 代表理事 
民間団体に

属する者 

西
ニシ

上
ガミ

 洋治
ヨウジ

鳥取市公民館運営審議会委員 

鳥取市少年愛護センター運営委員 

佐治町古市実行組合長 

公募による

者 

宮崎
ミヤザキ

 和義
カズヨシ （ 社福） 鳥取市社会福祉協議会 地域福祉課地域

福祉係長 

民間団体に

属する者 

※所属等については平成３１年４月１日時点のもの   



「 鳥取市市民自治推進委員会」 の位置づけと役割等について

１．委員会の位置づけ等 

 鳥取市市民自治推進委員会（以下「委員会」という）は、地方自治法第１３８条の４第３項の規定に基

づく市長の附属機関で、その設置については鳥取市自治基本条例第２９条に規定しています。自治基

①本条例（参考資料 ）の趣旨に基づき、本市の参画及び協働のまちづくりを一層推進するために必要な

調査や審議を行う機関です。

２．委員数 １０人以内 

(1) 学識経験のある者 

(2) 民間団体に属する者 

(3) 公募による者      

３．任期 委嘱の日から２年間（平成３１年４月１日～令和３年３月３１日） 

   補欠委員の任期は前任者の残任期間 

再任可能 

４．委員会の開催 

   委員会は、年６回程度開催 

   開催には委員の半数以上の出席が必要 

５．委員報酬  7,000円／回・人を費用弁償 

６．所掌事務 

   （１）参画と協働のまちづくり及び市民活動の推進に関する事項並びに自治基本条例の運用及び

見直しに関する事項について、市長の諮問に応じ、調査及び審議をし、答申すること。 

   （２）前号に定める事項について、調査及び審議をし、市長に意見を述べるとともに、市民に公表す

ること。 

   （３）その他自治の推進に関する事項について、調査及び審議をすること。 

資料１ 



平成2６年５月改訂

鳥 取 市

参考資料１





Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ  Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ


Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ  Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ


Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ   Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ


Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ  Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ




 



  





Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ  Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ





Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ  Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ





Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ  Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ 













Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ  Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ




近年国内で発生した災害等を教訓に、市民の安全・ 安心な暮らしを守るため、自然災害等の不
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より設置が義務づけられている「 委員会」 及び「 委員」 をいいます。  

（ ３） 市 

市とは、市民の負託に基づき、団体自治を担う「 議会」 と「 執行機関」 をいいます。通常、

「 市」 という場合には、行政区分としての「 鳥取市」 そのものを指す場合や執行機関のみを指

す場合があります。本条例では、用語の定義を明確にするため、「 議会」 と「 執行機関」 を合

わせた「 地方公共団体」を「 市」 とし、行政区分としての「 鳥取市」を「 本市」としています。  

（ ４） 参画 

参画とは、市民が市政に参加するだけでなく 、市の政策の形成から評価に至るあらゆる過程

に、自らの意思で主体的に関わることをいいます。「 参画」 は、「 参加」 より行政活動への関与

の度合いが強く 、原則として責任のある役割を担う意味を持ちます。  

（ ５） 協働 

協働とは、市民と市が、互いの活動や特性などを尊重し、共通の目的の達成に向けてそれぞ

れの役割や責務などを果たしながら、対等な立場で協力し合うことをいいます。  

（ ６） コミュニティ  

コミュニティとは、地域性や共通の活動目的などにより、信頼関係のもとに自主的につく ら

れた組織のうち、その活動が公共の福祉につながるものをいいます。  

コミュニティには、自治会などの地縁的な住民組織である「 地域コミュニティ」 と、ＮＰＯ活動

法人などの特定のテーマで活動する市民組織である「 テーマコミュニティ」 があります。本条例で

は、両者をまとめて「 コミュニティ」 として表しています。公益性を有する活動とは、営利を主た

る目的とせず、不特定かつ多数の市民の利益の増進につながる活動をいいます。したがって、コミ

ュニティには、宗教活動、政治活動及び暴力的不法行為などを行う組織は含まれません。  

【 参考】  

※（ １） 地方自治法では、住民の意義が規定されています。  

地方自治法第１０条（ 住民の意義及び権利義務）  

  市町村の区域内に住所を有する者は、当該市町村及びこれを包括する都道府県の住民とする。 

２  （ 省略）  

※（ ２） 地方自治法では、市町村に置かなければならない委員会・ 委員が規定されています。  

地方自治法第１８０条の５（ 委員会及び委員の設置・ 委員の兼業禁止等）  

執行機関として法律の定めるところにより普通地方公共団体に置かなければならない委員会

及び委員は、次の通りである。  

（ １） 教育委員会 

（ ２） 選挙管理委員会 

（ ３） 人事委員会又は人事委員会を置かない地方公共団体にあっては公平委員会 

（ ４） 監査委員 



- 4 -

⇝ ⇓ ⇔૬ 

⇞ � ষ� ᷃ ���������� ᔔ ώ Թ ǚ
г ᥡ 

⇓ ⇜ ⇔ ̹ 

⇓ ⇝ ⇔ তព ᙎ Ɏ 

⇟ ∩ ⇣ ⇓ ⇔૬ 

⇓ ⇔ǥ 

⇞� භ ൫ǥ  ǥ ǃ ᅃԥ ǃ ᗘ ǥ ᦆ
ǥ 

⇝  ӂ ǥ ά Ƨ
ᘂ ᚐ 

ǥ ǃ ǥ ɯ ᗘ 

� භ᷃ ǃ ǥ ǃ ᅃԥ ǃ ᗘ ǃ ǥ
ǥ ᦆ ᔔ 

᷃ ӂ ǃ ǥ ǃ ᥡ ᙹ
ȏ ᔔ 

ဧ 

⇓ ⇜ ⇔ භᗘ ᔔ 

⇝� ധ ◌ँᅃ ԥ ǃ 

⇟ ǥ  ӂ ᅃԥ ǃ 

⇝  ӂ ᅃԥ 

ᘂ ᚐ 

ચǥ ǃ ᅃԥ ǃ ဧ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ᗘ 

・ ・ ・ ά ħ ǃ ・ ・ ・ ᅃԥ �� ࣺ ��� ��� ��ӂ ᅃԥ ᦆ
ഘ◌ິ ᅃԥ ӂ ǃ ǥ ȏ



ǃ ᅃԥ ӂ ǃ ဩ ᅃԥ
◌ँᔔ ǃ 

⇞� ധ ᅃ ԥ ǃ 

⇓ ⇔স 

⇠� ◌ँ ૦ ◌ँ সǥ  ӂ ᅃԥ ǃ ᘂ

ᥳ 

⇝ ચ স ӂ ᅃ ճ ᥳ ώ


⇞ স ◌ૈ ӂ
ᘂ ᚐ 

স ચ ǥ ǃ ǃ ဧ ・ ・ ・ ᥳ ・ ・ ・ ᗘ

◌༙স ચǥ ǃ ǥ ȏ


� স᷃ ӂ ӂ ᅃԥ ᙹ

◌ँ সᘂ ᥳ




- 5 -

� ચ স᷃ ӂ ᅃ ճ ᥳ ӂ ώ


� স ઑચ᷃ ӂ ᅃ ᔔ

স ◌ँ র ◌ૈ সӂ ᕌ ӂ


ဧ 

‼ ⇓ ⇜ ⇠ ⇞ ⇔ সǃ ӂ ճ ᥳ ǥ ƫ ӂ
ચ ઑӂ ճ ᥳ ӂ ճ ո ᔔ

⇹ ⇻ ⇺ૠચ ӂݏ ճ ᘲ

ӂ ճ ᔔ ӂ ճ ᥳ 

⇜ ⇠ ⇢ ⇟ǥ ・ ・ ・ ᔔ

⇝ ⇛ ⇜ ⇟ ⇛ ⇝ ⇠ ⇜ ⇢ ⇤

⇓ ⇔Ƭ 

⇡� স ◌ೌ� �ǥ  ӂ Ƭ Ƭ


ᘂ ᚐ 

ǥ ӂ Ƭ ᗘ 

সƬ ᔔ 

૦ ઑӂ ӂ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ᥡ ᔔ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ত ◌ �ೌ �ӂ Ƭ ᥡ ᙹ

Ƭ 

সӂ
ӝ 

⇟� ധ ൫ᅃ ԥ 

⇜� ප  ӂ

⇓ ⇔ӂ ά 

⇢� র ൫ ഘǥ  ӂ ᅃ г ά Ƭ 

⇓ ⇜ ⇔ স 

⇓ ⇝ ⇔ ୭Ƭ 

⇓ ⇞ ⇔ ᔔ 

ᘂ ᚐ 

ǥ ǃ ᅃԥ ӂ ά ᗘ 

ચ সӂ ᅃ ճ ǃ ᅃԥ
স ୭ӂ Ƭ



⇜ ⇝� � ୭ӂ
ᠢᗖ ᔪ ɹ ᅃ ճ ᔔ ά Ƭ



⇞� ൫ᔔ ᅃԥ ɭ ӂ ᔔ
ά Ƭ ᔔ

Թ ဩ ӂ
ݴ ൫ᔔ ǥ 



- 6 -

ဧ 

⇓ ⇜ ⇔ ・ ᅃԥ Թ ӂ ᔔ ά Ƭ ᗘ 

⇜ ⇛ ⇓ ⇔・ ・ ᅃԥ Թ ǥ ӂ ά 

⇓ ૬ ⇔ 
⇝  ӂ Թ ň ᥡ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ά Ƭ 

⇓ ⇔ӂ 

⇣ ǥ  ӂ ᅃ ᅃԥ ᅃᗠ г 

⇓ ⇜ ⇔ স ઑᅃ ᘑ ᔔ

⇓ ⇝ ⇔ ᔔ 

ᘂ ᚐ 

⇢ǥ ӂ ǥ ά ħ ᅃԥ Ƭ
⇢ᗘ ᗘ ǥ ӂ ά

ά ᗘ 

⇜� সӂ ᅃ ᅃԥ
ઑᅃᗠ ᘑ ᔔ ᔔ 

⇝ ⇢ ⇞ǥ ᔔ ά ᔔ

⇜ ⇛・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ᅃԥ Թ ǥ ᗘ ӂ ચ ᗘ

⇓ ⇔ಡ ◌ૈ ચဩ
ચ�� �� ̹ � �ᴏ ճ ӂ ◌ິ ͼ

ճ ӂ 

ဧ 

⇓ ⇜ ⇔ ચᅷ �� � ��� � �� ͍ ��� ���
ચԹ ᗘ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ݻ ǣ

࿎ ౻ᦐ ᕘ ǥ ӂ
ચ ӂ



⇓ ⇝ ⇔ ⇓ ⇔ǃ Թ ӂ ӂ ά ᗘ



⇜ ⇝ǃ Թ ǥ 
র Թ ӂ ᅃ ά ӂ

నӂ


⇓ ⇞ ⇔ ・ ・ ᅃԥ Թ ӂ ά ᗘ 

⇜ ⇛ ⇓ ⇔・ ・ ᅃԥ Թ ǥ ӂ ά 

⇓ ⇔૬

⇝  ӂ Թ ň ᥡ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ά Ƭ



- 7 -

⇝� ප

⇓ ⇔ 
⇤� � ഘǥ  � ᷃ ���Ӿ ᗝ ɹ ᘑ ᔔ

⇝  ӂ Ċ ᔔ ώႺ
◌ �ೌ � ஆ�Ɏ � 

⇞  ӂ ճ ᥗ Ἕ ᦆ

ᘂ ᚐ 

ǥ ӂ ᔪ ώ ᅃԥ ȏ ᗘ


ഘ・ ・ ・ ά ᥳ ǃ ᅃ ᅃ Ӿ ᅃ ᦆ ӝ
ӂ ᔪ ӂ ᦠ Ċ Ӿ ᔔ



� � ഘ᷃ � ᷃ ���Ӿ ᗝ ɹ
ᘑ ᔔ 

᷃ ӂ ᘣ ͳ ӂ Ċ
� ஆ ◌ೌ� �ώႺ �Ɏ � 

᷃ ᦆ ᥗ Ἕ ճ ᘣ
ӂ 

ဧ 

⇓ ⇜ ⇔ ǃ Թ ώ ᗘ 

⇤ ⇞ǃ Թ ǥ 
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Թ ώ ᘲ

⇝ ⇓ ⇔૬  

⇤ ⇞ ǃ Թ ǥ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ᅃԥ Թ ᘲ ᗘ 

⇣ ⇤ ⇓ ⇔・ ・ ᅃԥ Թ ǥ ᘲ 

ň ᥡ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

⇓ ⇔ 
⇜ ⇛� ચ ഘ ચݏǥ  ӂ ᘣ ȏ ᗝ

ஆᔔ ᅃ 

ᘂ ᚐ 

⇤ ǥ ǥ ȏ ᗘ


 ᦫ ӂ ᘣ を受けていることを認識し、社会情勢や本市の様々 な地域

課題に適切に対応した意思決定ができるよう、常に自己研さんに努めることとしています。  

【 参考】  

※（ １）「 負託」 と「 信託」 は、どちらも任せるという意義ですが、議員は、選挙によって市民の期待、

信頼及び信用を受けて選ばれ、それにこたえる責任を有していることから「 負託」としています。  

    また、日本国憲法では、議員は住民の選挙によって選ばれることが規定されています。  

日本国憲法第９３条 

 （ 省略）  

２  地方公共団体の長、その議会の議員及び法律の定めるその他の吏員は、その地方公共団体の

住民が、直接これを選挙する。
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また、平成２０年度から、本市における地区公民館の管理を行う部署を、市長部局に設置し、地

᧰ ᧰ӂ ṙ � ̹ ��� �� ႑ ᕫ ᔔ ⇟ ǃ ၮ

༫

ဧ 

༻⇓ ⇜ ⇔ ચᅃԥ ӂ ◌ິ

ճ ӂ ◌ິ ǃ ǥ ဩ
టᔪ ճ ᥦ ◌ິ

⇹ ⇻ ⇺ӂ ᔔ ͼ ◌ິ Թ ӂ
ૠճ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Շ 

ষ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ◌ႚ ŉ ӂ ᥩ ፮

ࢷ 

⇹ ⇻ ⇺ ⇓ ⇟ ⇜ ⇔ಕԹ ᙹ ᘼ ƫ � ࣺ � 

⇳ ⇝ ⇛ ⇳ ⇝ ⇜ ⇳ ⇝ ⇝ ⇳ ⇝ ⇞ ⇳ ⇝ ⇟ ⇳ ⇝ ⇠      

‼ ⇠ ⇢ ⇢ ⇛ ⇢ ⇢ ⇣ ⇡ ⇤ ⇞ ⇤ ⇟  

‼ ⇜ ⇟ ⇜ ⇜ ⇢ ⇟ ⇜ ⇣ ⇛ ⇝ ⇛ ⇝ ⇝ ⇝ ⇞ ⇝ ⇞ ⇠  

ࢷ ⇓ ⇠ ⇜ ⇔ষ ಕ ƫ � ࣺ � 

⇓ ⇥ ⇐ ⇔ 

       

ࢷ   

⇓ ⇔ ⇓ ⇥ ⇐ ⇔ 

‼ ᧰ ܐ      Ԡ   ԥ ӆ Ἕ   ᵌ 
ࢷ   

⇓ ⇝ ⇔ ⇟ ⇟ ⇡ ⇝ ⇓ ⇜ ⇔ǃ ɝ ṙ ӂ ṙ ṙ ᘲ ӂ
ড ૠચဋ ճ ճ ͼ Ƨ

ᢉ ・ ・ ・ ・ ᘲ ᗪ 



- 11 -

⇓ ⇞ ⇔ ట ૠચ႑ Թ ӂ ṙ ̹ ᗘ 

ట ⇝ ⇛ ⇓႑ Թ ǥ ૠ ⇔ચ 

ষ ড ӂ ṙ ǚ ӂ ճ ႑ ᔙ

ಲ ড��� �� ̹ �ᔔ ӂ Ṃ ᥳ ճ
ట న ૠચᅜ ᥳ

ట ⇝ ⇝ ⇓႑ Թ ǥ ӂ ṙ �� ̹ ⇔ 
⇝ ⇛� ૠચӂ ṙ ǥ ᦏ г �� ̹ �ᔔ Թ
◌ోԹ

⇓ ⇜ ⇔ ƻ ᛟ ᘲ

⇓ ⇝ ⇔ ఛ ൫ᘚ ᚯ ဋᛟ ᛟ ဋ
⇓ ⇞ ⇔ ൫ពƟ ᘤ Χ
⇓ ⇟ ⇔ ൫႑
⇓ ⇠ ⇔ ಲ ൫ώ ᥩ ◌້

⇓ ⇡ ⇔ ચ・ ・ ・ ᘲ ӂ

⇓ ⇟ ⇔ ・ ・ ᅃԥ Թ ᕫ ᔔ ᗘ 

⇜・ ・ ᅃԥ Թ ⇣ ⇛ ǥ ⇢ ⇓ ⇔൫ 

᧰ň ᥡ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ά � ᙤ ň ᥡ ・ ・ ・ ・ ・
ඣ◌ँň ᥡ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ᕫ ώ ၮ ᇮ

⇝ ⇛ ⇝ ⇟ᇮ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ᇮ ǥ ᷃ ᗘ ᅃԥ
⇝ ⇠ ⇝ ⇜ ⇤ ᧹ǥ ᷃ ᗘ ᇮ

ᔔ ώ ᇮ ň ᥡ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ᕫ ώ ၮ ᇮ

ඣ◌ँ ᔔ ώ ၮ ᕫ ᔔ ᘣ ᗏ �� ᷃ �
�Ɏ

⇡ ധ ᦆ

⇓ ᦆ ⇔ 
⇜ ⇟ ǥ  ᦆ ӂ স ώ

ӂ ᦠ Ċ ǃ 

⇝  ᥗ Ἕ ᦆ ・ ・ ・ ᦏ Ԫ ᔪ


◌༙⇞ ચ স ચ ᘗ ᦆ ᔔ

ᘂ ᚐ 

ચ ઑ ૠચ ǥ ǃ ӂ ᥳ

ચᦆ ǃ ဧ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ᗘ 

� স᷃ ᦆ ӂ ǃ ӂ Ċ


� � স᷃ ᷃ ӂ ᥳ ᥗ

ૠ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ᦏ Ԫ ӂ
ᥳ 

◌༙‼� ઑ ચ᷃ ᔦ ચ ഘƻ Ʒ
ᦆ ᔔ 

ဧ 

⇓ ⇜ ⇔ ・ ・ ᅃԥ Թ ᗘ

⇜ ⇝ ⇓ ⇔� ൫・ ・ ᅃԥ Թ ǥ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 
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న・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ӂ ᥳ ǃ ચᔔ ᅃ

◌༙ ચ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
⇝ ⇓ ૬ ⇔

◌༙⇓ ⇔সᘗ 

⇜ ⇠ ◌༙ ચ স ચǥ  ᘗ ᦆ ⇓সᘗ
◌༙ সᘗ ⇔



◌༙⇝ স ᘗ �� ���� � ̋ ᘚ ᗖ ᔔ �ȏ ᦏ Ԫ ᔪ

ᘂ ᚐ 

◌༙ ◌༙⇜ ⇟� � ચ স ચ সព ǥ ǥ ᷃ ᘗ ᦆ ᘗ ᗘ


◌༙⇜ ⇣ ⇞ ⇣ ‼ ⇓ ⇥ ⇜� স সǃ ƫ г ᘗ ǃ ᘗ ƻ
⇣ ∩ ⇝ ⇝ ⇔ ⇝ ⇞ӂ ・ ・ ・ ・ ・ ・

◌༙ ᠮ⇣ ‼ ⇞ ⇝স � সᘗ г ᘗ ƻ Ʒ
⇤ ‼ચ ఛ ত� � �ᅜ ǃ ・ ・ ・ ӂ ճ ᅜ ᔔ ・ ・ г

◌༙ ◌༙স � সᘗ ᘗ ǃ ͳ と、これを具現化するための基

本計画と実施計画で構成されています。本市の政策展開の根幹となる総合計画について、本条例の

中に明確に位置づけるものです。  

第１項では、市長は本市の目指すべき姿とその方策などを明らかにする総合計画を策定し、この

計画に基づき市政を展開することとしています。  

第２項では、市長は、総合計画の内容が本市を取り巻く社会状況などを踏まえたものであるかを

常に検討し、必要に応じて見直しを行うとともに、その結果と計画の達成状況について市民に公表

することとしています。  

【 参考】  

※（ １） 平成２３年８月１日改正前の地方自治法では、市町村に総合的かつ計画的な行政運営のための

基本構想の策定が義務づけられていました。  

地方自治法第２条（ 地方公共団体の法人格と事務）  

 １～３ （ 省略）  

４  市町村は、その事務を処理するに当たっては、議会の議決を経てその地域における総合的か

つ計画的な行政の運営を図るための基本構想を定め、これに即して行なうようにしなければな

らない。 

 （ 改正前の地方自治法第２条第４項については平成２３年８月１日をもって廃止されています。）  

（ 財政運営）  

第１６条 市長は、総合計画に基づいた健全な財政運営を図り、財政状況を公表しなければなりま

せん。  

２  市長は、予算編成過程において、市民からの意見を反映させるよう努めます。  

ᘂ ᚐ 

 ǥ ᦆ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ᗘ 

ચ ઑ ચǃ ǩ ƻ ᥡᗖ ӂ
ચ � ൫Ƭ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ᦠ ͳ �

ഘ ચᗏ ӂ ƻ Ԫ
ࢷ ༫ચᚐ ᦠ ћ ᔔ ӝ 

� স ચ ચ᷃ ǃ ǩ ᘗ ȏ ճ �
൫ � ൫ ચ ચǃ ᦠ ƻ ᗖ

◌༙⇜ ⇠ഘ � স স ચᥡ ᗖ Ⴚ ǥ ᘗ ᘗ

ᦆ ◌ �ೌ �ᥳ Ԫ ӂ
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ᔪ 

༫ચޕ  ◌ૈ ૦ឈᔔ Ԫ Ӿ � Ԫ�� ̹ �ᘗ ᔪ ᘗ �Ɵ
ᔪᛈ ᔪ ӂ ᦠ ǃ Ԫ ǃ ǥ



� � ◌ँ᷃ ��� �᷃ �ᗘ ᔪ ӂ ћ ᘂ

༫ ಞ � সᦉ ɹ ᔔ ӂ � �� ࣺ ���� ��ӂ
ચᘲ ᗖ Ċ ᗘ 

◌༙ ◌༙ચ স᧰ᗏ Ʒ ◌ၫ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ɏ Ґ � ᔪ ᘗ ᥳ

ඣ◌ँ ൫ ಞᔔ ᔔ ᦉ ӂ ᗖ ၝ 

ဧ 

⇓ ⇜ ⇔ ・ ・ Թ ᦆ ǃ ᗘ 

・ ・ Թ ⇝ ⇓ǥ ・ ・ ᦆ ⇔ǃ
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ᦆ ᇮ

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ᔔ 

⇓ ⇝ ⇔ ・ ・ ᅃԥ Թ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Թ Ԫ ᔪ



・ ・ ᅃԥ Թ ⇝ ⇟ ⇞ ǥ ⇞ ⇓ Ԫ ᔪ ⇔൫
ň ᥡ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ǥ ң ѥ ѥ ᔔ Ԫ

ত ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ħ � ࣺ �Ἕ �� � ᷃ ��ӂ ᔪ



⇝ ⇞ ⇓ ⇔૬ 

⇞ࢷ ⇓ ⇔� ൫・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Թ ǥ Ҧ ᔪ 

・ឯ៑ࢷ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ң Ӿ � ᥥ Ҧ ᥩ

ឯ៑ࢷ Ҧ ឯࢷ ឋ Ҧ ǩࢷ � Ҧ ⇓ࢷ ⇔Ҧ
అ�� � �� �� ᷃ � ᘤ ᢾ ƟḂ �Ɏ Ɏ ᗖ ᙤ

ࢷ Ҧࢷ ᙤ Ҧ ᔪ 

⇝ ∩ ⇢ ⇓ ⇔૬ 

ࢷ  ⇥ ⇓൫ឯ៑ ឯ៑Ҧ ᙤ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ᅷ ᘗ Π � ᗘ Χ ・ ・ ・
⇔ચ ચ ఛΠ ᥡ ᅷ ᗘ Χ

Ҧࢷ 

న ൫ ൫ ಞ◌◌៑႑ ᔔ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ᅷ ᘗ Π 

ఛᦆ Π 

ឯ៑⇥ࢷ ឯ៑ᥩ Ҧ �� � ̹ �ᘗ ᙤ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ᘗ

ពࢷ  ៶ Π � ᗘ Χ Ҧ 

ℤ ಞ◌◌៑ ◌◌៑ᘗ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Π 

ఛ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ᦆ Π 

ࢷ   ⇥ ൫ឯ ឋ Ҧ ᙤ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ᅷ ᘗ ᦵ ᦵ Π
ᗘࢷ Χ ǃ Շ Ҧ 

◌྄ ಞ ఛព・・ ・ ・ ・・ Π
Π 

ឯࢷ ឋ・ ・ ・ ・ ・ ・ Թ Ҧ ᗏ ᘴ ᗏ

ឯࢷ ឋ・ ・ ・ ・ ・ ・ Թ Ҧ 

⇓൫Շ Π � ᗘ Χ ᦵ ᴚ ᗏ ǩ � Ҧ
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ࢷ ⇔ 

⇥ࢷ ట ൫ពǩ � Ҧ ・ ・ ・ ᕫ ᔔ Թ ᙤ ・ ・ ・ ・ ・
൫ ચឯᅷ ᘗ ǩ � Π � ᗘ Χ ǃ Շ

Ҧࢷ 

൫ ൫・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ᅷ ᘗ ・・ ・ ・ ・・ ・ ǩ Ⴚ � � ࣺ
ఛݏħ ѶἝ Π ǩ � Ⴚ Π 

⇓ ◌ິ ⇔ 
༫ᢧ⇜ ⇢� ట ચǥ  ᚕ � ȴ ώႺ ◌ິ

ᗖ 

ᘂ ᚐ 

༫᧰ ǥ ◌ິ ચǃ ဧ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ᗘ 

ᢧటព ᚕ � ͼ ȴ
ચώႺ ӂ ◌ິ ᗖ

ဧ 

༫⇓ ⇜ ⇔ ᧰・ ・ ᅃԥ Թ ◌ິ ά � ᗘ 

༫⇜ ⇠ ⇣ ⇓ ⇔᧰・ ・ ᅃԥ Թ ǥ ◌ິ 

᧰ň ᥡ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ά � ᗏ ◌ິ ᘲ

᧰ᙤ ň ᥡ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ◌ິ ᘲ

⇓ ⇕ ⇔ǥ 

༫⇝ ᧰ň ᥡ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ��� ᷃ �� ◌ິ ᙤ ň ᥡ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
��ચࢷ �� ̹ � ᦆ ບ 

⇓ ⇔ 
⇜ ⇣� ◌ �ೌ �ǥ  Ƭ



⇝  ӂ ᚦ ӝ ᦠ 

⇞  ᷃ ᗏ �� ᷃ ������ ���
ᘂ ᚐ 

ǥ Ƭ ᗘ 

⇢ ⇝� � ୭ǥ ᗘ ӂ Ƭ ά
⇜� সǥ ӂ ά ᔔ ǥ



‼ ⇓ ⇜ ⇜ ⇞ ⇔ ఛǃ ǥ ƫ ӂ ᔔ Ɵ
ᚦ ӝ ǃ ǥ 

� ◌ �ೌ �᷃ ᅃ Ƭ
সӂ

ഘᥳ ᙹ ӂ ճ � ᗏ

◌ೌ� �Ⴚ ᗏ

ᔪ

᷃ ӂ ᚦ ӝ ᦠ
ত ඣ◌ँ ઑƬ ӂ Ƭ � ᦠ ӂ


‼᷃ ǥ

⇕ ‼ǥ ǥ 
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

ဧ 

⇓ ⇜ ⇔ ⇓ ⇔ಒᔔ ώ Ƭ Թ ᥡ Թ
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ᗘ 

⇝ ⇠ ⇓Թ ǥ ・ ・ ・ ⇔ 
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Թ Ƭ ᗏ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

⇓ ⇔ 
⇜ ⇤� ◌ૈǥ  ά Ƭ ᦠ ћ



⇝ � ᷃ ������� ��� ���� �� ᗏ �� ᷃ �� �������
ᘂ ᚐ 

 ǥ Ƭ ᗘ 

স ᥳ в ά
◌ૈ 

‼ ⇓ ⇜ ⇟ ⇤ ⇔ǃ ǥ ƫ Ƭ ӂ
ᔔ ǃ ǥ 

� ◌ ૈ᷃ ӂ ά ᅃ Ƭ
ᦠ ћ ⇢ ⇝ǥ ӂ Ƭ

୭ ૦ά ᦠ ћ Ƭ
ᥳݏ ᗯ 

‼� ચ᷃ ǃ �� ᷃ ������ ��� �� ��� �� ǥ


‼ ǥ Ƭ ǃ
‼ Ɏ ᗖ ၝ ᗏ ᙹ

⇓স ◌ �ೌ � ◌ૈ ൫ ড ഫᥳ ճ ᔔ ӂ ဩ ӂ
⇔൫ ճݏ ᥳ ᗯ ᗏ Ƨ Ƭ Ⴚ



ဧ 

⇓ ⇜ ⇔ ⇓ ⇔ಒԹ ᥡ Թ ᦠ ћ
ᗘ 

⇜ ⇜ ⇓ ⇔� ൫Թ ǥ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ƭ 

ૠચ ൫ឯ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ƭ ᙤ Ƭ ɹ
Ƭ ᦠ ћ ᗏ ᛟ



⇓ ⇝ ⇔ ‼ ૠચ ૠચǥ Ƭ ᅃ

ᗘ 

‼ ⇣ ⇓ ⇔ǥ ǥ Ƭ 

⇓ ⇔૬

⇝ � ᷃ � ᗘ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ώ г ᙤ ᙹ

ૠચ ૠચ Ƭ ᅃ

⇓ ⇜ ⇔ ൫Թ
⇓ ⇝ ⇔ ǃ
⇓ ⇞ ⇔ ൫ᦎ
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༔ᢉ⇓ ⇟ ⇔ ড ত ᙹ

⇓ ⇠ ⇔ ൫・ ・ ・ ・ ώ ᇮ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ώ
ᔔ ᗏ

૦ ◌ँ রᙤ Ƭ ᙹ

⇓ ⇡ ⇔ ஆ ૠચ໓ ᘗ ᔙ Ƭ ǃ
◌ૈဩ ǃ ᙹ

⇓ ⇢ ⇔ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ώ Ɏ ᗖ ◌ၫ ᗏ

ᙹ

⇓ ⇔ᔔ 

⇝ ⇛� ◌ૈǥ  ᔔ ћ ᥗ ӂ ά


⇝ ൫ ◌ૈ ল Թ ᚦ Ɏ ᔪ


⇞  ᷃ ᔔ ᗏ �� ᷃ ������ ���
ᘂ ᚐ 

⇓ ⇔ ǥ ᔔ ᔔ ᗘ 

ᔔ ӂ
ͼ ᥗ 

‼ ⇓ ⇢ ⇜ ⇝ ⇔ǃ ᔔ �Թ ᔔ �ǥ ƫ ᔔ

ᔔ ǃ ǥ 

᷃ ᦆ ᔔ ћ
ᥗ ◌ૈ ચӂ ά ǃ ဧ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
� � ચ ឭ᷃ ᷃ ǃ ဧ ・ ・ ・ ・ ᔔ Թ ᚕ ά

◌ૈ লᘴ ᙹ ᚦ Ɏ ӂ ᔪ

⇝ ‼ᔔ �Թ ᔔ �ǥ ᗘ ᔔ
ά � Ƭ ဩ ά � ဩ

ᔪ ώ ᔔ ώ 

‼� � � ચ᷃ ᷃ ᷃ �� ��� ᷃ ��� ��� �� ᷃ �� ���� � �ᔔ
ǥ 

ဧ 

⇓ ⇜ ⇔ᔔ �Թ ᔔ ᦆ ћ ᥗ ᗘ 

⇟ ⇡ ⇓ ⇔ᔔ �Թ ǥ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

⇞ ⇝� � � ധ ധ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ǥ ᷃ ᗘ ᦠ

൫ᔔݐ ᔔ Թ ᗘ

ᔔ ᦆ ћ ᥗ ᗏ ᛟ


⇓ ⇝ ⇔ ‼ ল ◌ૈᔔ �ǥ ᚦ Ɏ ᔪ

ᗘ 

‼ ⇠ ⇓ ⇔ᔔ �ǥ ǥ Ɏ 

ল ൫ ൫ᔔ ᚦ ӝ ᘴ ᙹ ǥ
⇓ ⇔ᗏ Ɏ

⇝ޕ  ൫ ឯᔔ Ɏ ᙤ ᘴ ᙹ

ચ 

⇞ ൫ লᔔ ᔔ ǥ ᙤ ᚦ
ώ ᦠ ・ ・ ・ Թ Ɏ
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

‼ ᔔ �ǥ ⇜ ⇝ ⇓ ⇔ǥ 

◌ૈ ◌ૈ ൫ᔔ ǥ
⇓ᗏ г ⇔᷃



⇝ޕ  ◌ૈ ឯᔔ ᙤ

ચ 

⇓ ᔔ ᙎ ⇔ 
⇝ ⇜ ǥ  ᔔ ώ

◌༙ সᘗ ・ ൫ ഘ ћ ᔔ ᙎ

᧰ᔔ ᗏ ᙎ 

⇝  ᔔ ώ �� � ᷃ �ᗘ ᔔ ᙎ �ȏ ᔪ 

ᘂ ᚐ 

 ǥ
◌༙

ᘗ স ・ ・ ・ ・ ・ Π ޕ  ȏ ᦏ
៶ӂ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ċ ᔔ ᙎ ᗘ 

◌༙ᢨૠચ স � ଔᔔ ᙎ ȏ ᦆ ᘗ ・ ・ ・ ・ ・
ᥳ Ƭ ճ � Ƭ ӂ ᚐ ȏ ᦆ ᅷ



ༀ‼ ⇓ ⇜ ⇠ ⇡ ⇔ǃ ᔔ ᙎ ᗏ ƫ ・ ・ �� � ̹ �
ᔔ ᙎ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ǃ ǥ 

� � ഘ ચ ᷃ݏ ・ ・ ・ ・ ћ � ᙎ ћ ᗯ ᗝ ᗏ

◌༙⇜ ⇠� স � ഘᔔ ώ ǥ ᘗ ・ ・ ・ ・ ・ ћ ᔔ ᙎ ᔔ

᧰ӂ ᙎ 

᷃ݏ ᔔ ώ ᙎ �ȏ ӂ ᔪ ᥗ ӂ ᗝ

ᢨȏ ᦆ 

⇓ ⇔൫ώ ᦫ 

⇝ ⇝ ⇓ ⇔� ൫ǥ  ᔔ ώ Ɏ �Ɏ ᦫ
൫᧰ ᧰ ᦫ Թ

◌ँ রћ 

ᘂ ᚐ 

⇓� ൫ ǥ Ӿ ȏ Ɏ �Ɏ
⇔൫ ᦫ ᗘ 

⇓൫ ൫ ൫ǃ ᘲ ᦆ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ᗏ

⇜ ⇝ ⇟ ⇔� ൫ƫ ᦫ ᔔ ǃ ǥ


ǃ ǩ ൫ ૠચᘲ ᔔ ώ ᗏ ᚦ Ɏ �Ɏ ᔔ

ӝ ൫ ಞӾ ᦉ

᧰ȏ ӂ ᗖ Ċ
᧰ ᦫ

◌༙⇤ ‼ ⇝ ⇢� স ൫ǃ г ᘗ ᦫ

⇟ ⇛ ⇐ ◌ೌ� �៤ǂ ᦫ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
⇝ ⇛ ⇐ ૠ៤ᦫ Π

সӂ ώ ᥗ ћ
ᥳ

◌ँ রԹ ͳ ᵕ
ᦫ ᦠ 
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ဧ 

⇓ ⇜ ⇔ ・ ・ ᅃԥ ൫Թ ᔔ ώ ᘲ ᗘ 

⇜ ⇞ ⇣ ⇟ ⇓ ⇔・ ・ ᅃԥ Թ ǥ ᘲ 

⇜ ⇝ ⇓ ૬ ⇔ 
⇞ ň ᥡ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Թ ǥ ᔔ ώ ώ ᅃԥ

◌ँຖ Ɏ �Ɏ Ɏ ᛀ �Ɏ ώ
ᔔ ώ 

⇓ ⇔ᚐ 

༱⇝ ⇞� � ഘ ಞǥ  ᔔ ώ ɹ ・ ・ ・ ・ ・ ᙎ ᦉ ȏ
൫ ӂ ᚐ 

ᘂ ᚐ 

 ǥ ᔔ ώ ӂ ᚐ ᗘ 

সᚐ ӂ ᥳ 

ᔔ ώ ၮ ӂ ᘣ ᙹ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
� ಞӂ ᚐ Ƭ ᦉ ᥗ

� ഘ � ◌ँɹ ・ ・ ・ ・ ・ ᙎ ᅊ Ґ � ・ ・ ・ ・ ・ ・ �� ̹ ����ᗏ ӂ ᘂ
ᚐ 

ព ᔔݏ Ƭ ճ � ᦫ ᗝ ・ ・ ・
◌༙� ચݏ ᗏ ӂ ・ ・ ・ ・

・ ȏ ᚕ � ᚐ ӝ 

⇢� ധ ඣ◌ँ ώ 

ᢉ⇝ ⇟ ⇓� ড ত ൫ ܳ◌◌   ܳ◌◌ǥ  ӂ
⇔ ൫ ᧹ ܳ◌◌   ܳ◌◌ͳ ᥦ ᔔ ӂ



⇝ ൫ ચ ড ܳ◌◌ ӂ ճ 

⇞ ൫ ઑড ૦ ܳ◌◌ ӂ ħ ᅃ

ᥩ 

ᘂ ᚐ
ඣ◌ँ ચǥ ǃ ώ ǃ ဧ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ᗘ 

ઑডݻ ൫ ൫ ܳ◌◌   ܳ◌◌ ᘟ ӂ Ŵ ᅃ

ඣ◌ँᅃԥ ώ ӝ 

ǃ ǃ ǥ 

� ૠ ܳ◌◌   ܳ◌◌᷃ ӂ ᥳ

ચ ᦏ 

� ચ ඣ◌ँ ൫ ড ܳ◌◌᷃ ħ ώ ӂ ճ
⇓ ⇔ 

⇓ ⇔� ൫ ܳ◌◌᷃ ӂ ᅃ ᅃ

⇓ ⇔ 

ᢉ൫ݻ ড ত ܳ◌◌   ܳ◌◌ӂ ᕌ ᅃ

⇓ ᗘܪ◌ܳ  Χ ѝ ⇓ ⇜ ⇔ ⇔ ⇓൫ ডӂ ճ ᕌ ɹ ȳ
⇔ਜ ◌ॢ ◌ৢ ൫ө ȳ ᗘ Χ Ḩ Ҥ・ ・ ・ ・ ᘲ Ӓ 
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ဧ 

⇓ ⇜ ⇔
൫ ൫ѝ ѝ ӂ Թ

⇣� ധ ӂ ᔪ

⇓ ᗖ ൫ ⇔ 
⇝ ⇠ ⇓ ⇔� ૦ ൫ ൫ǥ  ᔔ ώ ӂ ᗖ ᗏ Ʒ ᇯ ᚢ ᗖ

ચ 

⇝ ൫ ൫ ᔔ ώ ᗖ �Ɏ ᦠ ᛟ
・ ・ ・ ・ Ċ 

ᘂ ᚐ 

⇓૦ ൫ ൫ ǥ ᔔ ώ ӂ ᗖ ᗏ Ʒ ᇯ ᚢ ᗖ

⇔ ᗘ 

൫ӂ ᗖ ᔔ ώ ӂ ᔔ ώ ᶿ 

൫ ൫ᔔ ώ ᗖ ǃ ǥ ၮ ᗖ

ဧ ・ ・ ・ ・ 

� ൫ ચ᷃ ᔔ ώ ӂ ᗖ

൫ ◌ँ ◌ँ র ൴ӂ ᗖ �ȏ ᥥ
ӂ Ƭ ͳ � 

� ൫᷃ ᔔ ώ ӂ ᗖ �Ɏ ᦠ
൫ճ ӂ ᗖ ᦠ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ӂ ᥳ 

൫ ◌ૈӂ ᗖ ᔔ ώ
ဩ ћ 

⇓ ⇔ӂ 

⇝ ⇡� ড স ൫ � ൫ǥ  ᔔ ώ ӂ ճ ᶿ ᘗ ǥ

༔
ᔔ ᙤ � ᷃ � ӂ ᗖ ӝ

◌ँ রᗏ ћ 

⇝  ᔔ ώ �� � ᷃ �ᗘ ᗖ ဧ ・ ・ ・ ・ ᔪ 

⇞  ᷃ ᗖ ◌ၫ ᗏ �� ᷃ �� ���� ���
ᘂ ᚐ 

� স � ǥ ᘗ ӂ ᗖ ӝ ӂ
ᗘ 

� স � ಞӂ ӂ ᥳ ᦉ ћ ᥗ
ӂ ƻ Ƭ



ༀ ⇓ ⇜ ⇞ ⇜ ⇔ǃ ӂ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ᗏ ƫ ӂ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ǃ ǥ 

◌༙� স � ড᷃ ᔔ ώ ӂ ᚕ ǥ ᘗ ӂ ճ
ᶿ ・ ・ ・ ・ ・ ӂ ᔪ ᗖ

ӝ 

༔ઑড ܳ◌◌ ħ ᗏ ǃ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ᴌ Թ
ࢷ ಡᔔ ᚕ ǃ ᦠ 

� ચ᷃ ᔔ ώ ・ ・ ・ ӂ ᗖ ӝ ᗖ ᔔ ώ
� ಞဧ ・ ・ ・ ・ ᔪ ・ Ӿ ᦉ ӂ ᚐ ȏ
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

᷃
ༀચ� � � ᷃ � �� �� ���ӂ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ᗏ



⇓ ⇔◌ాӂ 

⇝ ⇢ ᧹ǥ  �� ᷃ �� ����ɹ ǥ
◌ాӂ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

⇝ ◌ా ◌ా ◌ా ព� ᷃ � ǥ ɹ ����� �� ���� ᷃ �� �� ɯᗏ

◌ాӂ ・ ・ ・ ・ ・ ᗏ �� ᷃ �� ����
⇞ � ◌ా ᷃ ᗘ ӂ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ �ȏ

ᘂ ᚐ 

◌ా ǥ ӂ ᕫ ӂ ӂ ᗘ 

◌ాӂ ӂ ᅃԥ 

� ◌ా᷃ �� ᷃ �� ���ӂ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・


⇓ ⇢ ⇟ ⇔◌ాӂ ӂ ・ ・ ᅃԥ Թ ǥ ᗘ ᦫ ά Ƭ ဩ ᚦ ӝ
ઑ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

◌ా�� ᷃ ��� ͼ ɹ ɹ Ƨ ᦠ
භ ഘ ◌ాဩ ᗏ ӂ ǥ

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ᵕ ᘲ ◌ా ◌ాӂ ᗘ ӂ ᗖ

ឋƻ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ᗏ ͼ �� ̋ ᘚ

ݏ 

� � ◌ా ◌ా᷃ ᷃ ᗘ ǥ �� ��� ��� ������ ᷃ �� �� ᗏ
᷃ 

� ◌ా ◌ా ચ᷃ ӂ �ȏ ӂ �ȏ Թ ǣ
ӂ ᕫ

�ȏ ဧ 

ဧ 

⇓ ⇜ ⇔ ǃ ᦫ ά Ƭ ӂ ・ ・ ・ ・ ᅃԥ Թ ᗘ ǥ ᚦ ӝ
◌ాӂ ᚦ ӝ 

⇢ ⇟ ⇓ ⇔・ ・ ᅃԥ Թ ǥ ǥ ᚦ ӝ 

༫⇓ň ᥡ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ᦫ ά Ƭ ဩ ǃ ᦫ ά Ƭ

◌༙ ࿐⇔ ⇠ ⇛ ⇜ဩ ဩ ᥩ

⇓ ಡ ឭဩᔪ ň ᥡ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ǥ ・ ・ ᚕ
⇔ ᚦ ӝ 

◌ँӂ ᕫ ӂ ᅃԥ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ᅃԥ Թ Թ
ӂ ᔪ ᚦ ӝ ᙹ 

࿐ಲ Ḃ  ᗏ  Թ 

⇠ ⇛ ⇜ ⇢ ⇟ǥ  ・ ・ ・ ・ ᅃԥ Թ ǥ 
�Ɏ ⇠ ⇛ ⇜ ⇢ ⇠・ ・ ・ ・ ᅃԥ Թ ǥ 

ᘂ  ⇞ ⇜ ⇢ ⇡ ・ ・ ・ ・ ᅃԥ Թ ǥ 
ၮᘂ  ⇞ ⇜ ⇣ ⇛ ・ ・ ・ ・ ᅃԥ Թ ǥ 

ၮᘂ  ⇞ ⇜ ⇣ ⇜ ・ ・ ・ ・ ᅃԥ Թ ǥ 
⇞ ⇜ ⇣ ⇡ᗏ ၮᘂ   ・ ・ ・ ・ ᅃԥ Թ ǥ 
⇞ ⇜႑ ၮᘂ    ႑ ᔔ ◌ິ ᦆ
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⇣Թ ǥ 
ষ ǚ ⇠ ⇛ ⇜ᘲ   ষ ǚ ൫

⇟Թ ǥ ষ ǚ ᘲ

Ӿ
ষ ǚ Ӿ



⇡ ⇜ 

◌ా ઑ ・ ・ ・ ・ ᅃԥ Թ ᗘ ɹ ά ӂ


⇜・ ・ ᅃԥ Թ ⇛ ⇤ ⇓ǥ ⇔ 
⇜ ∩ ⇡ ⇓ ⇔૬  

⇢ ᧰ Ӿ ᙤ ň ᥡ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ɹ



⇜ ⇜ ⇝ ⇓ ⇔・ ・ ᅃԥ Թ ǥ ɹ ά 

ň ᥡ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ӿ ɹ


⇝ ⇜ ⇝ ⇜ ឤ� ᷃ � ᗘ ɹ ဩ


⇜ ⇟ ⇤ ⇓ ⇔・ ・ ᅃԥ Թ ǥ 

ň ᥡ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ �� ͍ �г 

⇓ ⇜ ⇔ ň ᥡ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ӿ ɹ 

⇓ ⇝ ⇔ ◌ాӂ ᵕ ᘲ ᘲ 

◌ాឤ ᧹ ᵕ ᘲ   ӂ ɹ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ᗏ ӂ ǥ 



◌ా ◌ా ഘ ◌ాព ᘲ    ɯ ・ Թ ᗏ ӂ ・ ・ ・ ・ ・ ᗏ ᛈ � ᷃ ����
◌ాӂ ǥ ᚦ ӝ ᗏ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・



ӂ ◌ా ᚦ ӝ
ᚦ ӝ ᔪ ဩ ᘼ Ɵ ল ᚦ ∆ ∈ᚦ ӝ ဩᔪ 

লᚦ ӝ ဩᔪ ᘼ Ɵ ᚦ Ɵ ᚦ ӝ Ɵ ǥ ɹ 

ᦫ ค Ƭ ݴ ޕ ∆ ∈ඣ◌ँᦫ 

คᚦ ӝ ဩᔪ ᦫ ᙹ 

ᚦ ӝ ᔪ ဩ ᘼ Ɵ ∆ ∈ᚦ ӝ ဩᔪ 

◌༙ ⇠ ⇛ ⇜ ఛព ᚦ ӝ ɯဩ 

࿐ ∆ ∈ᚦ ӝ ဩᔪ 

 

࿐ ค ∆ ∈ඣ◌ँᚦ ӝ ဩᔪ ᦫ 

 

࿐ ค Ɏ ᘼ ∆ ∈ඣ◌ँᦫ 

࿐ݴ ◌༙ ࿐ ࿐ ఛ Ƭ Ӿ ᘼ 

࿐ ค ཐ
ᗨ ◌ৢ ল Ӿ ∆ ∈ඣ◌ँᦫ 
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࿐ݴ ◌༙ ࿐ ࿐ ఛ  Ƭ 

࿐ ค ∆ ∈ඣ◌ँᦫ ᚦ ӝ ဩᔪ 

࿐ݴ ࿐ ◌༙ ࿐ ࿐ค Ƭ ᘤ ᢾ 

ӂ ◌ా ᚦ ӝ ∆ ∈ᚦ ӝ ဩᔪ 

࿐ ࿐⇠ ⇛ ⇜ค ព ᚦ ӝ Ɵ ᚦ ӝ ɯဩ Ƭ ᘼ Ɵ 

࿐ ค Ɏ ᚦ ӝ ◌ँ ◌ँ Ӿ ∆ ∈ 
࿐ ◌ँ ୭ ఛ  Ɏ ᚦ ӝ ᚦ ӝ ဩᔪ ᥡ 

∆ ∈ 
 ᗖ 

ӂ ◌ా ᚦ ӝ Ӿ ∆ ∈ 
 

�ȏ ᥡ ୭ ∆ ∈ᚦ ӝ ဩᔪ 

ఛ  �ȏ 

ӂ ◌ా ・

⇤� ധ ᅃԥ ൫ ᥩ

ᠮ⇝ ⇣� ൫ ૦ǥ  ᥩ

◌ૈ ഘӂ ᅃԥ 

⇝ ◌ �ೌ � ষ ǚ ώ ᥩ ᥡ ᚕ � ᘂ Ӿ 

ᘂ ᚐ 

 ǥ ᅃԥ ᔔ ᅃԥ ᗘ 

ట ӂ ᔔ ͼ ᚕ � ᅃԥ
ᴌ ᔔ ᚕ � 

⇜ ⇝᷃ ⇓൫ ಒ・ ・ ・ ά ᥳ Թ Թ ᥡ

ᠮ⇔ ൫・ ・ ά Թ ・ ・ ᔔ ᅃԥ
൫ ૦ ഘᥩ ᅃԥ 

� ◌ �ೌ �᷃ ᅃԥ ώ Ƭ ᅃ

ᥩ ᥡ ᚕ � ᘂ Ӿ 

⇜ ⇛� ധ ӂ ᅃԥ ᥳ 

⇝ ⇤ ⇓ ⇔ǥ  ώ ӂ ᅃԥ ᥳ
ᘲ 

⇝ স ᥳ �� � ᷃ �� ���Ɏ ᗖ
ӂ ᔪ 

⇞  ͳ ᦫ ᦆ 

ᘂ ᚐ 

স ǥ ӂ ᅃԥ ᥳ ᗘ


ǃ ǥ ǃ
ǃ ӂ ճ � ǥ ႑ ᗏ 

স ǃ ǥ ɭ ᥳ 

⇜ ⇞ ⇣ ⇟᷃ ӂ ᅃԥ ᥳ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ᅃԥ Թ ǥ ᷃ ᗘ
ώ ᘲ 

� স᷃ ǃ ᥳ ᗏ �Ɏ
ᔔ ᛀ ǃ ǥ ᦠ ᦆ ᗖ 
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൴ ল স�ȏ ӂ ᔪ

ᗝݏ ・ ・ ・ ӂ Ἕ 

᷃ ͳ ᦫ 

ဧ 

⇓ ⇜ ⇔・ ・ ᅃԥ Թ ᔔ ώ ώ ᘲ ᗘ 

・ ・ ᅃԥ Թ ⇜ ⇞ ⇣ ǥ ⇟ ⇓ ⇔ᘲ 

⇜ ⇝ ⇓ ⇔૬ 

⇞ ň ᥡ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Թ ǥ ᔔ ώ ώ ᅃԥ
◌ँຖ Ɏ �Ɏ Ɏ ᛀ �Ɏ ώ

ᔔ ώ 

⇜ ⇜� ധ ǥ ᗖ 

ᠮ⇞ ⇛ ⇟� ◌ँ៤ǥ  ǥ ・ ・ ・ ᔔ ƻ ǥ ǃ
టǥ ǥ᷃ ǃ ᦠ �� ���� ���� ̋ ᘚ

⇝  ��� ᷃ �ᗘ ���� ̋ ᘚ �ȏ ǥ ᗖ ᗏ ᙹ ᥥ
ᗏ ᛟ 

⇞  ᷃ ᗘ �� �� ̋ ᘚ �� � ᷃ �ᗘ ᔔ ӂ ᗖ
Ċ ᗏ ᛟ 

ᘂ ᚐ 

 ǥ ǃ ǥ ǃ ǃ �� ���������� ���� �� ̋ ᘚ
ǥ ᗖ ᗘ 

ǃ ǥ ǃ ǃ ȏ �ħ ǥ ᗖ

ݻ ચᔔ ƻ ᗖ ・ ・ ・ ・ ・ ・


⇟� ట៤᷃ ǃ ǥ ・ ・ ・ ᔔ ƻ ǃ ǥ ᦠ ώႺ
�� ��� ��� ̋ ᘚ 

⇟ᘚ̋ ƻ ƻ ဧ ᅃ

ƻ ᗖ ᗏ �� ��� ̋ ᘚ ǃ ǥ ᗖ ἇ
�њ 

᷃ ᷃ � ̋ ᘚ ǃ ǥ ᗖ ᗏ

ᥥ ᗏ ᛟ 

᷃ ǃ ǥ ӂ ӂ ᔔ ဩ
ǃ ǥ �� ̋ ᘚ ᗖ ᔔ ӂ ᗖ Ċ


ဧ 

⇓ ⇜ ⇔ ・ ・ ᅃԥ Թ ƻ 

⇤ ⇞ ⇓ ⇔・ ・ ᅃԥ Թ ǥ ƻ 

⇟ň ᥡ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ƻ 

⇜ ⇟ ⇛ ⇓ ⇔・ ・ ᅃԥ Թ ǥ ƻ 

⇟ň ᥡ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ƻ 



⇝ ⇛ ⇜ ⇛ ⇜ ǥ ƫ ・ ・ ・ ・ ᔔ 
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⇝ ⇠ ⇜ ⇝ ⇝ ⇛ ⇠ ⇟ ƫ ǥ 

⇓ ⇔・ ᔔ ƻ 

⇜ ⇝ ⇡ ⇟ ⇜ ǥ ƫ ・ ・ ・ ・ ᔔ 

⇓ ⇔ 
ᘂ ᚐ 

ǃ ǥ ǃ ǃ ǥ ૠ ચ
ӂ ֏ ᥗ Ƭ ճ �

ড ǥ ӂ ᥳ

স ચ ચ ચ ઑᘗ ᥗ Ἕ ᔔ ᦆ ᔔ ǃ
⇝ ⇠ ⇝ ⇡ ⇟ ⇜୭ဧ ǥ ᗖ ᔔ ƻ ƫ

ћ ・ ᔔ





 

⇼ ⇟ ǥ ⇪



Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ  Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ Ҫ


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【 お問い合わせ先】

鳥取市 企画推進部 協働推進課

〒680-8571 鳥取県鳥取市尚徳町116 

電話 0857-20-3182 ファクシミリ 0857-21-1594 

電子メール kyodosui shi n@ci ty. tottori . l g. j p 

鳥取市ホームページ http: //www. ci ty. tottori . l g. j p/ 

～鳥取市自治基本条例 平成20年10月1日施行～

（ 鳥取市自治基本条例 平成26年4月1日改正施行）

～鳥取市自治基本条例 平成20年10月1日施行～

（ 鳥取市自治基本条例 平成26年4月1日改正施行）



鳥取市市民自治推進委員会条例

（ 目的）  

第１ 条 この条例は、 鳥取市自治基本条例（ 平成２ ０ 年鳥取市条例第２ ５ 号。 以下「 自治基本条例」 とい

う 。 )第２ ８ 条第３ 項の規定に基づき、 鳥取市市民自治推進委員会（ 以下「 委員会」 という 。） の構成、

運営等に関し、 必要な事項を定めることを目的とする。  

（ 所掌事務）  

第２ 条 委員会は、 次に掲げる事務を所掌する。  

( 1)  参画と協働のまちづく り及び市民活動の推進に関する事項並びに自治基本条例の運用及び見直しに

関する事項について、 市長の諮問に応じ 、 調査及び審議をし、 答申すること 。  

( 2)  前号に定める事項について、調査及び審議をし、市長に意見を述べるとともに、市民に公表すること 。  

( 3)  その他自治の推進に関する事項について、 調査及び審議をすること 。  

…（ 本条 一部改正〔 平成２ ０ 年条例４ ７ 号〕）  

（ 組織）  

第３ 条 委員会は、 委員１ ０ 人以内で組織する。  

２  委員は、 次に掲げる者のう ちから、 市長が委嘱する。  

( 1)  学識経験のある者 

( 2)  民間団体に属する者 

( 3)  公募による者 

（ 任期）  

第４ 条 委員の任期は、 ２ 年とする。 ただし、 補欠委員の任期は、 前任者の残任期間とする。  

２  委員は、 再任されることができる。  

（ 委員長）  

第５ 条 委員会に委員長を置き、 委員の互選によりこれを定める。  

２  委員長は、 会務を総理し 、 委員会を代表する。  

３  委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、 あらかじめ委員長が指名する委員がその職務を

代理する。  

（ 会議）  

第６ 条 委員会の会議は、 委員長が招集し、 委員長が議長となる。  

２  委員会は、 委員の半数以上が出席しなければ、 会議を開く ことができない。  

３  委員会の議事は、 出席委員の過半数で決し 、 可否同数のときは、 議長の決するところによる。  

４  委員長は、 必要があると認めるときは、 委員以外のものに対し、 委員会への出席を求め、 必要な説明

若しく は意見を聴き、 又は資料の提出を求めることができる。  

（ 庶務）  

第７ 条 委員会の庶務は、 市民生活部において処理する。  

（ 委任）  

第８ 条 この条例に定めるもののほか、 委員会の運営に関し必要な事項は、 委員会が定める。  

附 則 

この条例は、 平成２ ０ 年１ ０ 月１ 日から施行する。  

附 則（ 平成２ ０ 年９ 月２ ４ 日条例第４ ７ 号抄）  

（ 施行期日）  

１  この条例は、 平成２ ０ 年１ ０ 月１ 日から施行する。 ただし、 第２ 条及び次項の規定は、 平成２ １ 年４

月１ 日から施行する。  

 附 則 

この条例は、 平成３ １ 年４ 月１ 日から施行する。  

参考資料２



鳥取市の「 協働のまちづく り」 の取組について

１ 鳥取市自治基本条例 

「 鳥取市自治基本条例」 は平成２ ０ 年３ 月に制定され、 同年１ ０ 月１ 日から施行されていま

す。 本条例は、 本市のまちづく りの理念や仕組み、 行政運営のあり方など、 まちづく りのシス

テムや基本ルールを定める条例です。 本市の自治の基本理念を明らかにするとともに、 市民及

び市について、 その権利、 役割及び責務を定め、 参画と協働のまちづく り を推進することによ

り 、 将来に向けて豊かな地域社会の創造に資することを目的としています。  

本条例は、 制定されることだけが目的ではなく 、 制定をスタート ラインとして市民に十分浸

透し、 まちづく りの指針として有効に活用されることで初めて生きた条例となります。 これま

でに、フォーラムの開催や市民アンケート の実施、市報やホームページでの広報のほか、「 協働

のまちづく り基本方針」 及び「 協働のまちづく りハンド ブッ ク」 の作成・ 説明等を行い、 様々

な機会に周知を図ってきました。  

なお、 本条例に基づき、 本市の附属機関として平成２ ０ 年に「 市民自治推進委員会」 を設置

し、 参画と協働のまちづく り及び市民活動の推進に関する事項や、 本条例の適切な運用及び見

直しに関する事項を調査、 審議していただいています。  

 本条例は、 施行の日から４ 年を超えない期間ごとに、 本市にふさわし く 社会情勢に適合した

ものかどう かを検討することとなっています。 施行から４ 年を迎える平成２ ４ 年９ 月に市長か

らの諮問を受け、 委員会において条例の見直しについて審議がなされました。  

 その結果は「 鳥取市自治基本条例の見直しに係る答申書」 にまとめられ、 平成２ ５ 年３ 月に

市長へ提出されました。 その答申書を踏まえた条例の一部改正案をもとに、 平成２ ５ 年９ 月に

市民政策コメ ント を実施した後、 平成２ ５ 年１ ２ 月議会において条例の一部改正案を提案し、

可決され、 平成２ ６ 年４ 月１ 日に施行となりました。  

 また、 平成２ ９ 年１ 月にも鳥取市市民自治推進委員会は市長からの諮問を受け、 計４ 回の委 

員会で、 現在の社会情勢や市民活動の状況、 平成２ ４ 年度に行われた第１ 回の条例見直し検討

時に議論された内容も十分考慮しながら検討を行い「 条項ごとに検討した結果、 鳥取市自治基

本条例は本市に相応し く 、 社会情勢にも適合している」 という 意見で一致しました。 その結果

は「 鳥取市自治基本条例の見直しに係る答申書」 にまとめられ、 平成２ ９ 年３ 月に市長へ提出

されました。  

２  協働のまちづく りの推進 

平成２ ０ 年３ 月に条例が制定され、 本市の自治の基本理念を明らかにするとともに、 条例の

中では、 市民の権利と責務、 市議会や市長などの役割と責務、 市政運営のあり方などが定めら

れました。この条例に基づき、「 市民が主役の参画と協働によるまちづく り 」 を推進することと

なりました。「 協働のまちづく り 」 とは、市民、市が対等の立場で協力し合い、それぞれの役割

と責任を自覚し、 住みよい鳥取市をつく っていく という 条例の考え方を基本としています。  

 本市では、 平成２ ０ 年度を「 協働のまちづく り元年」 として位置づけ、 市民と行政が適切な

協力関係で支えあう 「 市民と行政による協働のまちづく り 」 の実現を目指しています。 本市の

資料２ 



全庁的な体制の整備として、市長を推進本部長とした「 協働のまちづく り推進本部」を設置し、

「 協働」の考えのもと 、市職員による「 コミ ュニティ 支援チーム」 を本部の下に編成しました。

各チームの役割は、住民の皆さんと話し合い、地域課題の解決に向けた取り組みなどに対して、

相談や行政情報の提供を行う こととして、 地域に入り込み、 一緒になって協働のまちづく り を

進めています。

（ １ ）「 まちづく り協議会」 の組織化

地域をよりよいものにしていく ため、 自分たちのまわりでどのよう な課題があるのかを地域

住民の視点で検討し、地域が一体となって課題解決に向けて取り組む組織として、「 まちづく り

協議会」 を提案しました。 平成２ ０ 年４ 月から「 まちづく り協議会」 の設立に向けた取組を具

体的に進めるため、 ６ １ の全地域に出向き、 住民説明会を実施して、 協議会の意義や目的など

を説明しました。 各地域では、 住民が主体となり 、 設立準備会に向けた人選や事務局の体制整

備などについて繰り返し検討会を行われるとともに、 先進地の視察やワークショ ッ プなど独自

の検討が進められました。

現在、 ６ １ 全地区で「 まちづく り協議会」 が設立されています。「 地域コミ ュニティ 計画」 も

全地区で策定され、 計画に基づく 地域力向上の取組が進められています。 本市としても各まち

づく り協議会の実施する計画に基づく 事業を強力に支援していく ことを表すため、「 協働のま

ちづく り支援宣言」 を行い、 宣言書を交付しています。  

（ ２ ） 地区公民館を地域コミ ュニティ の拠点として整備

自治基本条例では、 地区公民館をコミ ュニティ の活動の拠点施設と位置づけています。 この

方針に基づき、 地区公民館を生涯学習の拠点並びに地域コミ ュニティ の拠点として活用し、 地

域コミ ュニティ の活性化に向けて、 市民と行政が適切な協力関係のもとに支えあう 「 市民と行

政による協働のまちづく り 」 の取組を進めています。「 コミ ュニティ を中心とした地域づく り 」

に向け、 コミ ュニティ 活動の拠点となる地区公民館の整備・ 充実を行い、 コミ ュニティ 活動・

公民館事業を円滑かつ効率的に運営する体制の整備を図りました。

① 地区公民館事業の担当課を市長部局に設置

 教育委員会の一部の事務について市長部局において補助執行を行う ことを目的に、 平成２ ０

年４ 月より 、 市長部局内に地区公民館とコミ ュニティ を担当する「 コミ ュニティ 支援室」 を新

設しました（ 現在の協働推進課）。

② 地区公民館の新設
市町村合併前から地区公民館が置かれていなかった福部町と佐治町の地域に、 平成２ ０ 年４

月より地区公民館を設置し、 公民館職員を各３ 名配置しました。

③ 地区公民館職員の充実
まちづく り協議会が設立された地域には、 地域の実情に応じて標準的な公民館の職員体制

（ 館長１ 、 主任１ 、 主事１ 名） に加え、 職員の増員配置など体制の強化を図っており 、 地域コ

ミ ュニティ 活動を支える職員体制の充実を図っています。



３ 協働のまちづく りの事業展開 

① 市民自治推進委員会の「 参画と協働のまちづく りの推進に関する意見書」 を参考としな

がら、 協働のまちづく りの浸透、 事業の見直しや改善に努める。  

② 市がテーマを提示して市民等から企画提案を求める事業の実施を通して、 市民と市の協

働のまちづく りの啓発を行い、 地域力の向上を目指した協働による事業実施の全庁的な

推進を図る。  

③ 市職員の協働意識の醸成を図るため職員研修を実施する。  

④ まちづく り協議会と連携を図り 、 地域コミ ュニティ 計画に基づいた事業が進められるよ

う 、 財政的・ 人的支援を継続し、 協働のまちづく りの推進に努める。  

このよう に、 市民と行政が共に助け合い、 地域の身近な課題を解決しながら、 心豊かに、 安

心して暮らせる地域社会を築く ため、 市民と行政の協働によるまちづく り を積極的に推進して

います。  

なお、 現在本市では「 地域組織のあり方検討」 について取り組みを進めており 、 本委員会に

置いても今後随時ご意見をいただく 予定としております。  



参考資料３

















































平成３ １ 年度 地域組織のあり方検討 試行的な制度の見直しについて

１  目的

本市では、 平成２ ０ 年を協働のまちづく り 元年とし 、 まちづく り 協議会の設立を呼びかけ

ると と もに、 助成金の交付や関係者を対象とした研修会を開催するなど必要な支援を行って

きました。  

それから１ ０ 年が経過し 、 急速な人口減少や少子高齢化、 地域課題の多様化、 地域のつな

がり の希薄化など、 地域コミ ュニティ を取り巻く 環境は厳しさを増しており 、 地域によって

は、 人材や資金の不足など組織や活動の維持存続に不安を抱えておられる状況があり ます。  

このよう な状況を踏まえ、 地域と共に地域組織のあり方の検討を進めており 、 平成２ ９ 年

度に実施したアンケート や意見交換、 平成３ ０ 年度に実施したモデル地区との話し合い（ 平

成３ １ 年度も募集予定） やフォーラムの結果などを踏まえ、 平成３ １ 年度から試行的に制度

の見直しを実施します。  

２  試行的な制度の見直し

平成３ １ 年４ 月から、 希望される地区において、 以下の取り組みを試行的に実施します。  

地区公民館の地域運営などは、引き続き、平成３ １ 年度に制度のあり方の検討を進めます。  

① まちづく り 協議会と公民館運営委員会の組織の一体化 
概要 まちづく り 協議会と公民館運営委員会の委員に多く の重複があること 、地域の課

題解決に向けた活動と学習のより一層の連携が求められることから、組織の一体

化を行う 。  

調整 

事項 

まちづく り 協議会の活動内容へ生涯学習事業を加える（ 地区）  

公民館条例施行規則の改正（ 教育委員会）（ 改正内容は参考資料５ のとおり ）  

② まちづく り 協議会と地区公民館に関連する補助金等の一括交付 
概要 まちづく り 協議会と地区公民館の事業に類似重複する部分があること 、補助金等

について煩雑な事務処理の改善や地域が裁量をもって一体的に事業を行う こと

ができる環境づく りが求められることから、 関連する資金の一括補助を行う 。  

調整

事項

関連する予算の見直し （ 地域振興局、 教育委員会）  

新たな補助要綱の整備（ 地域振興局）  

※まちづく り 協議会を対象に、関連予算に記載の合計額を補助金（ 定額） と し て一括
して交付（ 交付要綱は参考資料６ のとおり ）

関連

予算

コミ ュニティ 育成支援事業 運営補助５ 万円、 活動補助４ ０ 万円 

生涯学習委託事業 ３ ３ 万９ 千円＋バス借上料相当額 

公民館運営費 約７ ～９ 万円（ 消耗品費、 印刷製本費、 役務費など 世帯数で変動）

※地域が主体となった、 まちづく り （ 住民自治） と社会教育の一体的な推進 
  上記に並行して、 まちづく り （ 住民自治） と社会教育の関係、 地区公民館の位置づけや

果たす役割、 関連する研修内容の充実などについて、 地域と共に検討を進めます。  

３  今後の取り組み

 まちづく り 協議会の研修会や地区公民館の会議などで新たな取り組みについて説明を行い

ます。 希望される地区において、 実際に事業等を進めていただく 中で、 試行的な制度の評価

を行います。  

また、 平成３ １ 年度も引き続き、 地域組織のあり方を共に考えていただく モデル地区を募

り 、 市の制度や支援のあり方について検討を進めます。

参考資料４ 



1/1 

鳥取市公民館条例施行規則（ 昭和４ ５ 年教育委員会規則第１ 号） 新旧対照表

改正後 改正前 

○ 鳥取市公民館条例施行規則 ○ 鳥取市公民館条例施行規則
昭和４ ５ 年４ 月１ 日 昭和４ ５ 年４ 月１ 日

鳥取市教育委員会規則第１ 号 鳥取市教育委員会規則第１ 号

第１ 条 ～ 第４ 条 （ 略）  第１ 条 ～ 第４ 条 （ 略）  

（ 運営委員会）  （ 運営委員会）  

第５ 条 公民館事業の円滑な運営を図るため、 地区公民館に運営委員会

を置く 。  

第５ 条 公民館事業の円滑な運営を図るため、 地区公民館に運営委員会

を置く 。  

２  前項の運営委員会の委員の定数は、 原則として２ ０ 人以内とし 、 館

長がこれを委嘱する。  

２  前項の運営委員会の委員の定数は、 原則として２ ０ 人以内とし 、 館

長がこれを委嘱する。  

３  館長が認める場合は、 対象地区における公民館事業に対し 、 地域住

民の意向を適切に反映することのできる組織をもって第１ 項の運営委

員会に充てることができる。

第６ 条 ～ 第１ １ 条 （ 略）  第６ 条 ～ 第１ １ 条 （ 略）  

附 則 （ 略）  附 則 （ 略）  
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鳥取市市民まちづく り提案事業助成金 

目的 

地域の課題解決やまちの活性化のために、 市民等からの視点による自由な発想に基づき提案され

た「 まちづく り 事業」 の経費の一部を助成し 、 市民活動の活性化や協働によるまちづく り の推進を

図る。  

＜市民活動促進部門＞ 

鳥取市市民まちづく り提案事業助成金(市民活動促進部門)審査会にて審査 

審査委員： ５ 名以内（ 鳥取市市民自治推進委員から１ 名）  

委嘱期間： 委嘱日から令和２ 年３ 月３ １ 日まで 

コース 創造的な市民活動事業    

（ スタート 型）  

公益的な自主事業      

（ ステッ プアッ プ型）  

趣旨 活動をこ れから始める又は始

めたばかり の市民活動団体を

応援するもの 

既に活動し ている市民活動団

体の活動をさ ら に充実・ 発展

するよう 応援するもの 

助成上限額 １ ０ 万円 ２ ０ 万円 

助成率 １ ０ ／１ ０  ４ ／５  

申請ができる団体 
設立後３ 年未満の団体 

１ 団体につき１ 回限り  

設立後１ 年以上の団体 

１ 団体につき３ 回まで( スタ ー

ト 型含む)  

助成件数 ２ 団体程度 ４ 団体程度 

実績 （ 助成団体数／申請団体数）

H28 年度 ０ 団体／１ 団体 

H29 年度 申請なし  

H30 年度 申請なし  

（ 助成団体数／申請団体数）

H28 年度 ７ 団体／１ ０ 団体 

H29 年度 ４ 団体／４ 団体 

H30 年度 １ 団体／１ 団体 

＜協働事業部門＞ 

鳥取市市民自治推進委員会にて審査 

コース 行政提案型事業 

趣旨 市の示す行政課題の解決のため団体が企画立案する事業で、 市

との協働により行政課題の効果的な解決が期待できるもの 

助成上限額 ４ ０ 万円 

助成率 １ ０ ／１ ０  

申請ができる団体 市民活動団体等の団体 

助成件数 １ 団体 

実績 H28 年度 

  ① 文化財建造物の活用による歴史と文化の香りに満ちた活力 
あるまちづく り につながる事業 

（ 助成団体数／申請団体数） １ 団体／１ 団体 

  ② 佐治町の観光振興につながる事業 
（ 助成団体数／申請団体数） １ 団体／１ 団体 

資料３
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H29 年度  

① 「 砂像のまち鳥取」 推進につながる事業 
（ 助成団体数／申請団体数） １ 団体／１ 団体 

② 地域資源活用による街なか暮らし魅力創出につながる事業 
（ 助成団体数／申請団体数） ０ 団体／１ 団体  

③ 女性の活躍推進につながる事業 再募集 
（ 助成団体数／申請団体数） １ 団体／１ 団体 

H30 年度 

  ① 文化芸術による街なかの賑わい創出につながる事業 
  （ 助成団体数／申請団体数） １ 団体／１ 団体 



平成３１年度（令和元年度）～令和２年度　市民自治推進委員会　スケジュール（案）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

●

● ●

● ●

● ●

● ●

取りま
とめ

提出

答申
答申内容の検
討・作成

地域組織のあり方検討 検討状況は随時委員会で報告

１～３月１０～１２月７～９月４～６月１～３月１０～１２月７～９月

参画と協働のまちづくりフォーラム 実施時期・方向性の決定 準備・実施（実施については令和２年度中）

自治基本条例の見直し答申 （必要に応じて３１年度から審議） 見直し審議

内容の検討・作
成

平成３１年度（令和元年度） 令和２年度

委員会開催月目安

委嘱状の交付、委員長の選出

活動計画の確認

４～６月

市民まちづくり提案事業（市民活動
促進部門）審査会委員の選出
市民まちづくり提案事業（協働事業
部門）の審査

市民活動表彰者の選考

委員会意見書の提出

委員会活動報告書の作成
活動報告
書の作成
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１ 活動方針

① 自治基本条例の周知及び活用を推進すること

② 自治基本条例の適切な運用についての調査・ 審議に関すること

③ その他の参画と協働のまちづく り及び市民活動の推進に関する事項についての調査、 審議に関する

こと

④ 「 鳥取市市民自治推進委員会活動報告書」 の取りまとめに関すること 

２ 想定される調査、審議事項

・ 市民まちづく り提案事業助成金協働事業部門（ 行政提案型事業） 交付申請団体の審査 

 （ 第３ 回委員会にて予定  H30審査対象実績： 1団体）  

・ 市民活動表彰被表彰者の審査 

 （ 第４ 回委員会にて予定  H30審査対象実績： 2団体）  

・ 自治基本条例の適切な運用についての調査・ 審議 

・ 先進的活動団体との勉強会 

・「 参画と協働のまちづく りフォーラム」 の開催 

・ 地域組織のあり方検討についての審議 

・ 市民活動の推進についての審議 

・ 平成３ １ 年度及び任期中の活動の総括と鳥取市市民自治推進委員会活動報告書の取りまとめに関す

ること （ ３ 月）  

平成３１年度の活動内容（ 案） について

資料４－２



３ 年間のスケジュール

回数 時 期 主な審議事項等

１ 回 ４ 月下旬 

○ 委嘱状の交付、 委員長の選出 

○ 任期中の市民自治推進委員会の活動計画の確認について 

○ 市民まちづく り提案事業（ 市民活動促進部門） 審査会委員の選出について

○ 参画と協働のまちづく りフォーラムについて（ 検討）  

２ 回 ６ 月下旬 
○ 先進的活動団体との勉強会について（ 検討）  

○ 参画と協働のまちづく りフォーラムについて（ 検討）  

３ 回 ７ ～８ 月 

○ 市民まちづく り提案事業助成金協働事業部門（ 行政提案型事業） 交付申請

団体の審査（ 申請団体のプレゼンテーショ ン）  

○ 先進的活動団体との勉強会の実施 

○ 参画と協働のまちづく りフォーラムについて（ 検討）  

４ 回 ９ ～１ ０ 月 

○ 市民活動表彰被表彰者の審査 

○ 参画と協働のまちづく りフォーラムについて（ 準備）  

○ 自治基本条例の見直しについての審議 

５ 回 １ 月 

○ 参画と協働のまちづく りフォーラムについて（ 準備）  

○ 委員会活動報告書の策定についての検討 

○ 自治基本条例の見直しについての審議 

６ 回 ３ 月 

○ 今年度の活動の総括 

○ 委員会活動報告書の取りまとめについて 

○ 来年度活動方針、 計画等の検討 

※委員会での議論において変更の可能性があります   



協働のまちづくり推進本部（H29.8.7決定、H30.6.4更新、H31.2.4更新）

地域組織のあり方検討（協働のまちづくりガイドライン、地区公民館の活用の基本方針）の進め方イメージ

検討に当たっては、次のステップ（段階）を経ることとします。ＳＴＥＰ２のモデル的な取り組みと検証は、状況に応じ、複数次に分けて行います。

これまでの取り組み これからの取り組み

■関係団体、組織等
まちづくり協議会

自治連合会

地区公民館

■各種審議会等
市民自治推進委員会

地域振興会議

社会教育委員会議　ほか

■広報、広聴

■協働のまちづくり推進本部
本部会議

幹事会

ＣＳＴ

■関係部署等
協働推進課

生涯学習・スポーツ課

各支所地域振興課　ほか

市
民
等

行
政
等

検討の段階

説
明

情報共有 情報共有

現状や課題の

整理、検討の

進め方の調整

取り組みへの

意見、提言など

現状や課題

の確認など

検
討
の
進
め
方
の
共
有

意見交換

・地域特性や課題の把握

・考え方のすり合わせ

・あるべき姿 など
モデル的な取り組み（希望する地域）

意
見
交
換
の
状
況
の
共
有
、
モ
デ
ル
的
な
取
組
の
開
始

新
た
な
制
度
の
運
用
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
基
本
方
針
の
策
定
）

意見交換

策定後も継続

して意見交換

や取り組みの

検証を行い、

随時見直し

意見交換を踏まえた検討

推進本部や各種審議会等

への状況報告など

意見交換を踏まえた検討

モデル的な取り組みの検証

推進本部や各種審議会等への状況報告など

STEP1

意見交換

（Ｈ２９）

STEP2 モデル的な取り組みと検証（Ｈ３０～） STEP3

運用と改善

（Ｈ３３～）

地
域
に
出
向
く

地
域
に
出
向
く

フィールドワーク（Ｈ３０～）

組織や資金の一本化の試行（Ｈ３１～）

公民館の地域運営の試行（Ｈ３２～）

パブコメ

(ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ等)

参考資料７
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平成３ ０ 年度 参画と協働のまちづく りフォーラム 概要

日  時 平成３ ０ 年１ ２ 月２ 日（ 日） １ ３ ： ３ ０ ～１ ６ ： ３ ０

場  所 人権交流プラザ             （ 当日日程は意見書１ ５ Ｐ 参照）

参加人数 ９ ９ 名（ 内地区関係者８ ６ 名）

１．講演会

講師： 豊岡市政策調整課 井上靖彦 氏

 ・ モデル地区の取組み（ Ｈ 26～Ｈ 28）
 ・ 地域コミ ュニティ に関する条例施行（ Ｈ 28.9）
 ・ 地域コミ ュニティ 組織を認定（ Ｈ 29.4）
（ 市からの運営支援）  

・ コミ ュニティ づく り交付金の交付（ 地域雇用職

員の人件費、 組織運営・ 活動費支援）

・ コミ ュニティ 活性化交付金の交付

・ 地域マネージャーの配置、 人材育成

２ ． 発表会

発表： 鳥取市企画推進部地域振興局長 安本哲哉、 宮下地区公民館長 横山浩 氏、

佐治地区まちづく り協議会会長 小谷繁喜 氏

  ○ まちづく りの取り組み開始から１ ０ 年が経過して（ 課題）  

宮

下

・ 地区としての目標を定め、 公民館とまちづく り協議会が一体となって取り組

んでいる

・ 公民館運営委員会とまちづく り協議会の役員の多く が兼務している

・ 活動資金の流れが分かれているため事務処理が煩雑

佐

治

・ 少子高齢化による地域と学校の連携や地域活動の担い手や後継者の不足

・ 生活に必要なサービスや機能の縮小・ 後退に対する不安

・ 行政まかせ、 行政頼りから住民主体の取り組みへの転換の必要性

  ○ 地域がめざす姿 
  ・ 組織と資金の流れを一本化し、 地区内の様々な取り組みを一体的に進めていく 。

○ 市に期待すること 
  ・ 地区公民館とまちづく り協議会を一体化し、 社会教育と地域づく り ・ コミ ュニテ

ィ 活動を効率的・ 効果的に取り組む。

  ・ 市からの活動資金の一本化、 公民館の地域運営に伴う人件費を含めた一本化。

  ・ 公民館を地域活動の拠点として、 さらに活用するための施設の整備や充実。

３ ． パネルディ スカッショ ン

パネリスト ： 豊岡市 井上靖彦 氏、 宮下地区まちづく り協議会会長 田中道春 氏、  

佐治地区まちづく り協議会会長 小谷繁喜 氏、 鳥取市長 深澤義彦 

コーディ ネーター： 実行委員会委員長 中川玄洋 氏 

【 組織体制について】  

宮下・ 佐治： 地域組織・ 役職の重複が多く 無駄が多いため組織・ 資金の一本化を望む。

参考資料８
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豊岡： 豊岡市は、 一括交付金としてコミ ュニティ づく り交付金を制度化したが、 地 

域に継続してほしい事業もあるため、 全ての補助金を一本化することはでき

なかった。

市長： 人、資金の流れを整理し、わかりやすく したほう が良いのではないかと思う 。

行政から依頼する委員などについても、 地域の状況を確認し、 柔軟に人数等

を調整していけるよう 研究したい。

豊岡： 豊岡市は、 平成２ ６ 年度から公民館とコミ ュニティ を一体に進めるという こ

とで、 地域コミ ュニティ と社会教育を１ 部署で担当して検討を進めたため、

スムーズな条例施行となった。 公民館条例は廃止し、 コミ ュニティ センター

で公民館がすべき人材育成を継続するよう 条例に規定した。

  【 住民意識の向上について】  

宮下・ 佐治： 住民への活動の周知をしっかり行いたい。

  豊岡： 自慢大会という地域が行った活動を発表し合う機会を設けた。

   佐治： まちづく り協議会では今年から事業評価を行っており 、 自分達で事業の目的

を考え、 その達成度を評価し、 翌年の計画に反映させる取組みを始めた。

   市長： 住民意識を深めることは増々重要になってく る。 他地区の取り組みを鳥取市

が紹介することも重要だと思う 。

 【 まとめ】  

佐治： 合併地域の中で一番人口減少や高齢化が突出している。 できることから少し

ずつ住民主体で取り組んでいく ことが大事。

宮下： フィ ールド ワークではコーディ ネーターに引っ張ってもらい課題が明確にな

った。 こう した専門家を市に支援していただきたい。

市長： 地域の特性や強みを生かした地域運営を行っていただきたい。 来年度以降、

具体的に地域の実情や時代に即した制度、 支援の見直しを行いたい。

４ ． アンケート

概ね、 参考になったとの評価をいただいた。

＜主な意見＞ 

・ 豊岡市は思い切り組織改革されている。目的を達成しやすい構造であると感じた。

・ 同様の課題・ 問題が多い。 組織や活動の洗い出しが必要である。

・ 地区公民館、まちづく り協議会の位置づけの明確化が必要。行政側の改革を期待し

ている。

・ 地区全体で事業の棚卸しの必要性を感じた。まちづく り事業の評価の仕組みを考え

たい。

12

17

20

52

65

67

16

15

12

19

1

1

パネルディ スカッショ ン

発表会

講演会

大変参考になった 参考になった あまり参考にならなかった

全く 参考にならなかった 回答なし



「参画と協働のまちづくりフォーラム」の実施状況について

日時 平成２１年１月３０日（土）13時30分～16時00分 平成２１年１１月７日（土）13時30分～16時00分 平成２３年１月２２日（土）13時30分～16時10分

会場 鳥取市解放センター　大ホール 国府町中央公民館　多目的ホール 鳥取市民会館　大ホール

参加者 　　人 ２５０人 ２００人

・開会 竹内鳥取市長 ・開会 林鳥取市副市長 ・開会 竹内鳥取市長

・市民活動表彰　　被表彰者（団体）　１０人（団体） ・市民活動表彰　　被表彰者（団体）　４人（団体） ・市民活動表彰　　被表彰者（団体）　１１人（団体）

・活動事例発表 ・活動事例発表 ・活動事例発表

　　　中嶋須美子 　　　村山千代子 　鳥取西地域キャラバンメイト連絡会　会長　山田節子

         「民話が育んだ出会いとふれあい」 　　　　　「ハーモニーの音色に魅せられて」 　　「高齢者の笑顔のために　ともに手をつなぐ」

○　　　 日和（えんびより） 　　　愛・やすらぎ川柳実行委員会　実行委員　前田孝子 ・地域(みんな)の楽校(がっこう)づくりの会　前田伸二

         「しゃんしゃんで彩るふるさとづくり」 　　　　　「愛・やすらぎ川柳」のあゆみ 「楽校づくりで散岐を元気に」

・意見交換 ・アトラクション ・アトラクション

　　　テーマ：市民が主役のまちづくり 　　　国府東小学校「国府東太鼓」、「因幡の傘踊り」 　城北ファミリーバンド　「勇気100％」「ありがとう」「どんなときも」

　　　進行　大久保良隆（市民自治推進委員会委員長） 　中ノ郷ふるさとくらぶ　「さいとりさし」

　　　パネラー　安倍幸伸（（社）鳥取青年会議所会員） ・講演 ・講演

　　　　　　　　　小原み幸（鳥取市市民活動委員会委員） 　　　演題：二番丁地区コミュニティ協議会の取り組みについて 　　演題：「妖怪によるまちづくり・境港市観光協会の挑戦」

　　　　　　　　　福井正樹（若葉台地区まちづくり協議会 　　　講師　高松市二番丁地区コミュニティ協議会 　　講師　境港市観光協会　会長　桝田知身氏

　　　　　　　　　　　　　　「まちづくりWAKABADAI」副会長） 　　　　　　　石田雄士会長、吉田治企画委員長

　　　　　　　　　林　由紀子（鳥取市副市長） ・意見交換

　　　テーマ：魅力と活力あるまちづくり

　　　進行　大久保良隆（市民自治推進委員会委員長）

　　　パネラー　臼井宏昌（美保南地区まちづくり協議会事務局長）

　　　　　　　　　山崎豪太郎（まちづくり・いきいき成器の会会長）

　　　　　　　　　福山裕正（鳥取ふるさとＵＩ〔友愛〕会会長）

　　　助言者　石田雄士、吉田治

・まとめ　家中　茂（フォーラム実行委員長） ・まとめ　大久保良隆（フォーラム実行委員長） ・まとめ　大久保良隆（フォーラム実行委員長）

・閉会 ・閉会 ・閉会

事業費 ３３６，００５円 ４５２，０８６円 ４２４，０００円

実行委員会

平成２０年度

市民自治推進委員会委員と公募市民で構成（委員数１５人）

内容

市民自治推進委員会委員と公募市民で構成（委員数１５人） 市民自治推進委員会委員と公募市民で構成（委員数１１人）

年度 平成２１年度 平成２２年度

参考資料９
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日時

会場

参加者

事業費

実行委員会

内容

年度

「参画と協働のまちづくりフォーラム」の実施状況について

平成２３年１１月５日（土）12時30分～16時10分 平成２４年１２月２日（日）13時00分～16時15分 平成２５年１２月７日（土）12時30分～16時00分

河原町中央公民館　大講堂 さざんか会館 市民活動フェスタと合同開催 さざんか会館 市民活動フェスタと合同開催

１７０人 ６５０人（全体） ８００人（全体）

・開会 坂本悦子実行委員長 ・開会 竹内房男実行委員長、竹内鳥取市長 ・開会 竹内房男実行委員長、竹内鳥取市長

・市民活動表彰　　被表彰者（団体）　５人（団体） ・オープニングイベント ・オープニングアトラクション

・アトラクション ○　 日和（えんびより）　　しゃんしゃん踊り 　鳥取ＪＡＺＺ実行委員会　　ＪＡＺＺコンサート

　ユウト（吉本興業　鳥取に住みます芸人） ・市民活動表彰　　被表彰者（団体）　７人（団体） ・市民活動表彰　　被表彰者　２人

・活動事例発表 ・パネルディスカッション

・パネルディスカッション 　河原町民俗行事を語る会　会長　谷　幸彦（市民活動表彰団体） 　　「住みよいまちづくりに向けて」～防災について考える～

　テーマ：「中山間地域を元気に！若い世代のまちづくり実践」 　　「河原町の民俗行事」 　　　（パネリスト）

　パネリスト　谷村敬子（カッパ手話サークル会長） ・（特）いんしゅう鹿野まちづくり協議会　会長　佐々木　千代子

　　　　　　　　鳥谷一弘（グリーンツーリズム用瀬会長） 　　「いんしゅう鹿野のまちづくり」

　　　　　　　　金田　透（金田ありのみ農園）

　　　　　　　　水川侑也（えんがわ事業実行委員会前委員長） ・アトラクション （コーディネーター）

　コーディネーター　竹川俊夫（鳥取大学地域学部准教授） 　　警察犬「カリンとフーガ」 （アドバイザー） 竹内功鳥取市長

　　じゃんけん大会

・アトラクション

　　鳥取大学奇術部　マジックショー

　　みんな集まれ！！ビンゴ大会

・まとめ　大久保良隆（鳥取市市民自治推進委員会委員長）

・抽選会　「鳥取南部マルシェ」出店団体及びユウトさんの協力

・閉会 ・閉会 ・閉会

４１８，４５７円 ３３９，２３０円 ３０１，５３３円

平成２５年度

市民活動団体の代表者と市民自治推進委員会１名（委員数７人）

平成２３年度 平成２４年度

市民自治推進委員会委員と公募市民で構成（委員数１３人） 市民自治推進委員会委員と公募市民で構成（委員数１１人）

土師　高文氏（ほっと大正まちづくり協議会会長）

諸家　紀子氏（鳥取県ろうあ団体連合会事務局次長）

富山　　茂氏（鳥取市防災調整監危機管理課長）

中島　陽一氏（鳥取市福祉保健部次長兼高齢社会課長）

松原　雄平氏（鳥取大学工学部付属地域安全工学センター長）
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日時

会場

参加者

事業費

実行委員会

内容

年度

「参画と協働のまちづくりフォーラム」の実施状況について

平成２６年１１月９日（日）10時00分～12時30分 平成２８年７月３１日（日）　13時30分～16.時00分

鹿野町老人福祉センター　しかの和泉荘（鹿野町今市651-1） さざんか会館

９０人（全体） １００人（全体）

・開会 渡邊勘治郎実行委員長 ・開会 佐藤　匡実行委員長

・オープニングアトラクション ・パネルディスカッション

　逢鷲太鼓 　　「町内会って必要なの！？」

・市民活動表彰　　被表彰者　６人（団体） 　　　（パネリスト） 下澤　理如氏（鳥取市自治連合会副会長）

・パネルディスカッション 三宅　一起氏（鳥取市ふるさとＵＩ（友愛）会　会員）

　　「中山間地域における若者の活動からまちづくりを考える」 山田　晃裕氏（鳥取大学大学院地域学研究科）

　　　（パネリスト） 荒尾　淳子氏（ことるり舎） 安田　里菜氏（鳥取大学地域学部地域政策学科）

成瀬　望氏（八百屋barものがたり） 鳥羽　努　氏（鳥取大学地域学部地域政策学科）

大石　剛史氏（０１４（おーいし）いちご代表） （コーディネーター） 佐藤　匡氏（鳥取大学地域学部准教授）

松尾　慶輔氏（前鳥取市若者会議メンバー） （オブザーバー） 深澤義彦市長

（コーディネーター） 佐藤　匡氏（鳥取大学地域学部講師）

（アドバイザー） 深澤義彦市長 消費者寸劇

鳥取ふるさとＵＩ会　抽選会

　入浴券プレゼント

・閉会 ・閉会

２９０，６０９円 ２６５，３１３円

平成２８年度

市民自治推進委員会委員と公募市民で構成（委員数１１人）

平成２７年度

実施せず

平成２６年度

市民自治推進委員会委員と公募市民で構成（委員数１３人）
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